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放射線についての基本的なこと

















結局、

どれくらい被ばく

すると影響を考える
必要があるの？







• 100mSv未満と100mSv以上では、
考慮すべきがんリスク要因の
「優先順位」が異なる。

• 100mSv以上では、日常生活のリスク
要因より放射線によるリスクを優先。

• 一方、100mSv未満では放射線健康
リスクはその他の発がんリスク
（生活習慣など）と区別できない。

放射線発がんリスクを優先的に
考えなければならない状況とは？



そもそも、事故前にも
放射線はあったと聞いたけど
どれくらいだったのですか







• カリウム40※1 4000 Bq

• 炭素14※2 2500 Bq

• ルビジウム87※1     500 Bq

• 鉛・ポロニウム※3 20 Bq

※1：地球起源の核種

※2：宇宙線起源の核種

※3：地球起源のウラン系列の核種





日本人の自然被ばくでは、
放射性物質の経口摂取による

被ばくの割合が
もっとも大きいのですね







• 1μgのポロニウム210を摂取すると、全身に

50Sv

• シアン化物よりも毒性が強い

(WHO, Polonium-210: basic facts and questions)

• 天然の物質であり、微量ながらどこにでも

存在。人体にも約30Bq

• たばこの葉にはポロニウムが濃縮されるため、

喫煙者は非喫煙者に比べて多く摂取

2006年の暗殺事件にも使われました…





• 自然界にはもともと放射性物質があります。

• カリウムは生きていくために必要な物質です

が、放射線を出す性質も持っています

• ポロニウムはどこにでもある自然放射性物質

ですが、シアン化物より危険です

• 自然の物質だから安全なのではなく、

人工の物質だから危険なのでもありません

• 放射線の程度が小さければ安全で、放射線の

程度が大きければ危険ということです



水や食べ物に含まれる
放射性セシウムについて

福島原発事故





体に取り込まれた
放射性セシウムは、
たまる一方なので
しょうか？



～1歳：半減期9日

～14歳：半減期20日

～30歳：半減期70日

～50歳：半減期90日



福島の水は

本当に

大丈夫ですか？







• 粘土は、セシウム
を吸着できるだけ
でなく、

• 時がたつと固定す
ることができる

• 固定されると水に
溶けにくくなるセシウム固定能力の高い雲母由来の粘土鉱物

（バーミキュライト、イライトなど）

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/joho/saigai/pdf/youin_kome2.pdfから改変

粘土鉱物は、表面に負の電荷を持ち、
セシウムを「吸着」することができる





セシウムと水

• 浄水場では沈澱・
ろ過により、にごり
を取り除く
（濁度管理）

• ここでセシウムが
除去される

大雨の後でも、
水道水のセシウムは問題にならない



食品は安全ですか？

子どもも同じ基準で良い
のでしょうか？

日本の基準って
世界に比べてどうなの



現行基準値：2012年4月01日～

現行の基準値は、食品から受ける追加の放射線量が
1ミリシーベルト／年以下になるように設定されている

＝ WHO基準

基準値
（Bq/kg）

飲料水 10

牛乳・乳児用食品 50

一般食品 100













• 野菜の根が吸い上
げることができる
のは、水に溶けた
養分

• 時間が経つと、
土にセシウムが
あっても野菜に
吸収されにくくな
る

時間が経つと、セシウム
が粘土に吸着されて、
水に溶けにくくなる







https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/526347.pdf



https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/262176.pdf



魚は？



なすびのギモン http://josen-plaza.env.go.jp/nasubinogimon/pdf/nasu-gimo_vol3_2pver.pdf

福島県 魚介類の放射線モニタリング検査結果
「基準値(100ベクレル／kg）を超えた海産魚介類の検体数・割合と、不検出の検体数・割合」（2015年1月15日更新）







出荷制限は１種類に

• 平成24年6月に3魚種を対象に試験操業を開始

• 試験操業（～令和３年３月）

– 小規模な操業と販売により出荷先での評価を調査する「試験操
業」が行われてきたが、次のとおり目的は達成されたことから
終了

１ 漁船、漁港、産地市場等の生産・流通体制が一定程度復旧したこと

２ 震災前に行っていたほぼ全ての漁法が操業可能となったこと

３ 福島県沖の漁場は、一部の自粛海域を除き震災前と同様の海域が利用
可能となったこと

４ 放射性物質の検査体制が構築され、福島県産の海産魚介類の安全性が
確保されており、放射性物質はほぼ検出されなくなったこと、出荷先の市
場において一定の評価を得たこと

• 福島県産の海産魚介類のうち、現在の出荷制限はクロソイの
み。

福島県ホームページ
https://www.new-fukushima.jp/storage/pdf/subject.pdf



• 海産物も、偶然、放射性セシウムが低く
なったから安全と言われるのではなく、

• 放射性セシウムが減ってくる傾向と、
その理由が明らかになっています。



では、
何に放射性セシウムが
検出されやすいのですか









https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/wildlife-radiationmonitoring1.html
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/630838.pdf



川魚には蓄積しやすい

水産物の放射性物質調査について（水産庁、2024年7月）
https://www.jfa.maff.go.jp/j/housyanou/attach/pdf/kekka-571.pdf







• 1kgあたり1ﾍﾞｸﾚﾙ以上のセシウムが検出されたのは

2011年度： 10／100家庭

2012年度上半期： 2／100家庭

2012年度下半期： 7／100家庭

2013年度上半期： 2／100家庭

2013年度下半期： 4／100家庭

2014年度： 0／100家庭

2015年度： 0／100家庭

2016年度： 0／100家庭

2017年度： 0／100家庭

2018年度： 0／100家庭

2019年度： 0／100家庭

2020年度： 0／50家庭

https://www.fukushima.coop/300_benri/380_sinsai_torikumi.html

2013年度までの各年度では、
いずれも検出した食事があり
ましたが、検出割合、放射性
セシウムの値は、年度を追う
ごとに減少していました。
2014年度以降、2020年度
までの7年間で、検出された食
事はありません。



• 種々の化学物質の摂取量を推定するための調査方式の
１つ。

• 食品をその性質によって14 群に分類する。食品群ご
とに含める食品とその重量を決定した後に、小売店な
どで食品を購入し、必要に応じて摂食する状態に加
工・調理（水で煮る、フライパンで焼く等）し、摂取
量に従って混合・均一化した試料（以下「ＭＢ試料」
という。）を作製する。

• なお、米及び飲料水以外の群は、それぞれに 10 程度
以上の食品を含めるので、ＭＢ試料全体としては 
200 種類程度の食品からなる。

https://www.caa.go.jp/notice/assets/standards_cms105_240717_02.pdf



データ出典：https://mhlw-grants.niph.go.jp/project/20513
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002wyf2-att/2r9852000002wyjc.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r98520000034z6e-att/2r98520000034zam.pdf
https://www.caa.go.jp/notice/assets/standards_cms105_240717_02.pdf
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食品中の放射性セシウムから受ける年間放射線量



マーケットバスケット調査

https://www.caa.go.jp/policies/policy/standards_evaluation/food_pollution/criterion/assets/standa
rds_cms105_240717_08.pdf





ALPS処理水海洋放出による影響（１）

• 福島第一原発の建屋内に存在する放射性物質
に汚染された水を、

• 多核種除去設備（通称「ALPS」）などを使
い、水素の放射性同位体であるトリチウム以
外の放射性物質を規制基準以下まで浄化処理
した水「ALPS処理水」を、

• 海水希釈によりトリチウムについては規制基
準の1/40（WHO飲料水基準の約1/7）以
下にした上で、

• 2023年8月24日から海洋放出開始



ALPS処理水海洋放出による影響（１）

令和5年度版放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料





ALPS処理水海洋放出による影響（３）

• トリチウムは自然界で大量に生成される

宇宙線が酸素や窒素とぶつかると、一定確率でトリチ

ウムが生成される

• 地球上では年間7京ベクレル生成

令和4年度版放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料



ALPS処理水海洋放出による影響（４）

• トリチウムは弱いベータ線だけを出すため、影響を考えるのは内部被

ばく

• トリチウムの健康影響（預託実効線量）

– 自由水型トリチウム： 1ベクレルあたり0.000000018ミリシーベルト

– 有機結合型トリチウム：1ベクレルあたり0.000000042ミリシーベルト

– トリチウム化合物からの内部被ばく量は、類似した体内分布を示す水溶性の放射

性セシウム（セシウム137）の1/300以下

• これまでの動物実験や疫学研究から「トリチウムが他の放射線や核種

と比べて特別に生体影響が大きい」という事実は認められていない

• 基本方針に従った海洋放出では、その放射線影響は自然被ばくの10

万分の1以下となる見込み

多核種除去設備等処理水の取扱いに関する小委員会 報告書（2020年2月）
https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/osensuitaisaku/committtee/takakusyu/pdf/018_00_01.pdf





内部被ばく検査について







2011年6月～2024年6月

検査結果

預託実効線量

1mSv未満   347,362人

1mSv   14人

2mSv   10人

3mSv      2人

2012年度以降は、全て1mSv未満

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/21045b/ps-wbc-kensa-kekka.html



• Q

• A

セシウム137を1年間に何ベクレル
摂取すると、1mSvの被ばくをする
でしょうか

約 80,000 ベクレル











• 水・食品の汚染：10余年の経過で汚染が

どの食品に見られるかわかってきた：

– 山菜・野生のきのこ・野生動物・天然の川魚

• 内部被ばく：事故から1年以降では、1ﾐﾘ

ｼｰﾍﾞﾙﾄを超える人は認められない

福島で、住民に放射線による健康影響は
有意差がみられないレベルと考えられて
います



• 放射線の健康リスクは、放射線の被ばく量による

• 食品には、もともと自然の放射性物質が含まれる

• 福島原発事故では環境中に放射性物質が拡散し、

食品が放射性物質で汚染される事態も生じた

• しかし、食品の検査が行われ、何が汚染されやす

いかが明らかとなるとともに、

• 汚染を防ぐ対策も行われ、

• 流通する食品の安全性が確認されている


